
特
色
あ
る教

育

み
ん
な
で
未
来
を
拓
く
ま
ち

三
芳
町
の
鼓
動
、
始
ま
る
。

林
伊
佐
雄
町
長
が
平
成
28
年
度
の
施
政
方
針
を
表
明

町 の ３ つ の 基 本 目 標 未 来 に つ な ぐ
ひと　まち　みどり
誇 れ る ま ち

❶みんなで未来を拓くまち
❷安全安心で幸せに暮らせるまち
❸緑と活力にあふれた魅力あるまち

三芳町第５次総合計画

協
働
の

ま
ち
づ
く
り

生
涯
に
わ
た
る

学
び
と
活
動

青
少
年
育
成

ま
ち
の
魅
力
を
創

出
し
て
い
く
た
め

に
は
、
皆
で
知
恵

を
出
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
中
心
と
し

協
働
を
推
進
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
が
、
相
互
に
つ
な
が
り
合
う
機
会
を
創
出

し
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
を
促
進
し
ま
す
。

町
の
す
べ
て
の

人
々
が
支
え
合

い
、
生
き
が
い
と

誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
し
、
輝
く
こ
と
の
で
き

る
町
に
す
る
に
は
人
づ
く
り
が
不
可
欠
で
、

大
き
な
役
割
を
担
う
の
が
「
教
育
」
で
す
。

特
色
あ
る
学
校
教
育
や
社
会
教
育
を
通
じ

て
、三
芳
町
の
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
い
、

日
本
や
世
界
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
し
て

い
き
ま
す
。（
Ｐ
８
―
９
参
照
）

今
日
、
人
々
の
心

の
豊
か
さ
や
生
き

が
い
が
よ
り
い
っ

そ
う
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
様
な
社
会
教

育
や
ス
ポ
ー
ツ
等
の
推
進
を
通
じ
、
人
々
の

生
き
が
い
づ
く
り
や
個
性
と
能
力
の
発
揮
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
町
独
自
の
芸
術
文
化

の
創
造
と
継
承
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
大
学
み
よ

し
で
は
、
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
異
文
化
交
流
、

社
会
見
学
、
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
講
義

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
、好
評
を
得
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
大
学
、

企
業
、地
域
活
動
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、

安
定
し
た
大
学
運
営
が
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
。

み
よ
し
大
崎
ジ
ュ

ニ
ア
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
は
、
引

き
続
き
、チ
ー
ム
と
教
室
の
事
業
を
継
続
し
、

女
子
の
活
動
活
性
化
や
中
学
生
も
含
め
た
活

動
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
２
０
２
０
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
、
青
少
年
を
中
心
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ

奨
励
金
制
度
の
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

昨
年
度
は
芸
術
文

化
活
動
の
専
門
的

な
立
場
で
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
委
嘱
し
、「
三
芳
町
芸
術

文
化
支
援
事
業
」
の
公
募
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
２
件
の
支
援
事
業
が
行
わ
れ
、
芸

術
文
化
活
動
の
指
針
と
す
る
た
め
の
「（
仮

称
）
芸
術
文
化
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
の
準
備

を
進
め
ま
す
。

社
会
性
の
あ
る

テ
ー
マ
に
焦
点
を

あ
て
た
社
会
講
座

「
週
末
ほ
っ
と
ワ
ー
ク
ス
」
を
開
催
。
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
財

芸
術
文
化

公
民
館

市
民
大
学
講
座
「
市
民
が
作
る
財
政
白
書
～

自
治
財
政
を
学
ぶ
」
の
第
２
弾
を
開
催
し
、

改
め
て
住
民
の
皆
さ
ま
と
町
財
政
に
つ
い
て

考
え
て
い
く
機
会
を
設
け
ま
す
。こ
の
ほ
か
、

子
育
て
ス
タ
ジ
オ
の
施
設
運
営
、
事
業
運
営

を
中
学
生
が
担
う
「
子
育
て
ス
タ
ジ
オ
中
学

生
ス
タ
ッ
フ
協
力
事
業
」、
中
高
生
へ
の
学

習
支
援
を
目
的
と
し
た「
学
習
室
開
放
事
業
」

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
サ
テ
ラ
イ
ト
図
書

館
に
は
学
習
支
援
を
中
心
と
し
た
図
書
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
第
２

次
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
計
画
（
平

成
29
年
度
～
33
年
度
）
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
家う
ち
ど
く読

、
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
読
書
活
動

が
活
発
に
展
開
さ
れ
る
「
よ
み
愛
・
読
書
の

ま
ち
」
を
推
進
し
、
様
々
な
場
で
読
書
の
喜

び
を
共
有
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

竹
間
沢
車
人
形
や

お
囃
子
な
ど
に
つ

い
て
は
、
体
験
教

室
開
催
な
ど
で
後
継
者
育
成
や
保
持
団
体
の

活
動
支
援
を
行
い
ま
す
。
埋
蔵
文
化
財
調
査

は
、
開
発
事
業
と
遺
跡
保
護
と
の
調
整
に
引

き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。
上
富
の
旧
島
田
家

住
宅
で
は
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て
三

富
開
拓
地
割
遺
跡
の
普
及
啓
発
、
さ
つ
ま
苗

床
な
ど
の
生
態
展
示
や
年
中
行
事
の
再
現
な

ど
、
直
接
ふ
れ
て
感
じ
る
活
動
を
通
じ
て
、

三
芳
の
歴
史
や
文
化
、
季
節
の
営
み
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

�

２
月
25
日
に
行
わ
れ
た
議
会
冒
頭
で

町
長
が
施
政
方
針
を
表
明
し
た
。

福 島智 ( さとし ) 氏。３歳で右目、９歳で左目
を失明。１４歳で右耳、１８歳で左耳の聴力
を失う。光と音を奪われた極

限状況の中で不安と恐怖に包まれ、自ら
の生きる意味を探し求めます。「私は自
分の力で生きているわけではない。人間
の理解の及ばない何ものかが、命の種を
もたらし、いま、ここに私が生きている
としたら、この苦悩、つまり、目が見え
なくなり、耳が聞こえなくなったという
この苦悩に満ちた状況にも何かしらの意
味があるのではないか」（ 『ぼくの命は
言葉とともにある』より）と考えます。
自らの体験と思索を経て、福島氏は、幸
福の土台は「希望」と「交わり」だと言
います。福島氏の幸福論は、まちづくりの幸
福論に通底しています。「希望」は、町の未来へのビ
ジョンであり、私たちに夢と生きる勇気、生きる意味
を与えてくれます。「交わり」は、協働、共助、連携、
共生と言うことができるのではないでしょうか。様々な
人、地域、団体の皆さまとともに生きることにより、生
きている喜びの実感が生まれます。今年は、新たなまち
づくり、第５次総合計画がスタートします。それは、ま
さに私たちにとって「希望」であり、それをともに実現し
ていく。ともに汗をかき、実現していく過程に、さらに
８年後、その彼方に幸福が待っていると信じます。町が、
新たな「鼓動」を開始します。

「どくどく」「どきどき」「わくわく」
「鼓動」は、生命の証です。第５次総合計画に生命が
宿ります。ともに町の生命を動かし、生きている喜び
と幸せを共有し、私たちの夢を実現する時です。
―　平成 28 年施政方針　冒頭から　―
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平
成
28
年
２
月
25
日
に
第
１
回
三
芳
町
議
会
定
例
会
で
施
政
方
針
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
の
進
む
未
来
や
今
後
の
取
り
組
み
を
そ
の
中
か
ら
お
伝
え
し
ま
す
。


